
いよいよ地区秋季大会、新人戦が始まります。３年生の先輩が抜けて新体制となった後、
どの部も「次は自分たちだ！」という思いで、日々の練習に取り組んできたはずです。大会で
は、各部の目標達成に向け、自分の現在のベストを尽くして戦ってきてください。選手一人
一人の活躍と健闘を期待しています。保護者の皆さん、応援をよろしくお願いします。
各部のキャプテンに意気込みを寄せてもらいましたのでご覧ください。

【 野球部 渡辺 ＊＊ 】

僕たちは、初戦に象潟中学校と対戦しま
す。今まで積みかさねてきたことを存分に
生かして象潟中に勝ち、そのまま勝ち続け
優勝します。また、プレー中にはお互いに
声を掛け合いながら、一人一人が自分の最
高を出せるように頑張ります。応援よろし
くお願いします。

2０日（土）11：３0～
東由利球場

【 女子バスケ部 志村 ＊＊ 】

私たち女子バスケットボール部は、本荘
北中と合同チームとして参加してきます。
リーグ戦におけるすべての試合で声を掛け
合って、積極的にコミュニケーションを取
りながら取り組むことを目標にプレーした
いと思います。
また、これまで練習してきたこと存分に

活かして、一層強気なプレーを実践し全力
で頑張ってきます。チームワークを大切に
し、一人一人が勝利のためにベストを尽く
してきます。応援をよろしくお願いします。

20日（土）８：４５～
岩城総合体育館

【 女子卓球部 畠山 ＊＊ 】

私たち女子卓球部は、２日目の個人戦に
出場します。私たちの共通の課題は、サー
ブとドライブです。これらを克服するため
に、新体制になってからみんなで話し合い、
練習メニューを考え直したり、試合形式で
の練習を増やしたりしました。サーブでは
相手のいないコースをねらい、ドライブで
はどのような球が来ても冷静に打ち返すこ
とが目標です。
当日は、一人一人が全力で戦い、１勝で

も多く勝てるように頑張ってきます。
応援をよろしくお願いします。

21日（日）9：00～
象潟体育館

【 男子卓球部 工藤 ＊＊ 】

僕は１日目の団体には出ませんが、２日
目の個人戦に出ます。僕はドライブとサー
ブが得意なので、ドライブでは相手のいな
いところに返し、サーブでは相手の苦手そ
うなサーブを見極めて出し、目標のベスト
８を目指して頑張ってきます。
応援よろしくお願いします。

21日（日）9：00～
象潟体育館

由利本荘市立
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※２０日（土）は、大会のない生徒は出校日となります。部で活動する人もいますので、各
自で日程を確認してください。特に３年生は、実力テストです。（※お弁当を忘れずに）
大会に出場する選手同様、自分の現在のベストを尽くして力試しに臨みましょう。

※２２日（月）、２３日（火）は、連休になります。疲れを取って体調を整え、事故のない
休みにしましょう。ご家庭でのご指導をお願いします。



１４日（火）後期始業式 時間割Ⅱ期

１５日（水）執行部会（後期）ＳＣ来校日

１６日（木）代表議会（後期）

１日（水）部活動休止日 １７日（金）小中合同駅伝大会

３日（金）東中祭予行・前日祭・準備 ２０日（月）３年実力テスト⑤

４日（土）東中祭（出校日）学校運営協議会 ２２日（水）生徒会役員任命式・総会

６日（月）振替休業日（東中祭分） 期の学活 部活動休止日

７日（火）１年生縄文体験 執行部会（前期） ２３日（木）全校一斉テスト（理科）

８日（水）駅伝顔合わせ・試走 代表議会(前期) ２４日（金）小中合同駅伝大会予備日

９日（木）前期終業式 部活動休止日 ２８日（火）部活動連絡協議会

１０日（金）秋季休業 ２９日（水）部活動休止日

１３日（月）スポーツの日 ３１日（金）スクールバス利用生徒打合せ

新チームとなった部活動に続き、生徒会役員も１、
２年生へとバトンが渡される時期となりました。１７日
（水）に食堂で、生徒会役員選挙立ち会い演説会・
投票が行われました。立ち会い演説会では、各立候
補者が自分の思いや考えを熱弁し、投票を訴えまし
た。どの公約も、東由利中学校をよりよくするために
真剣に考えられたすばらしいものでした。各立候補者の挑戦に、大きな拍手を送ります。

選ばれた会長、副会長の皆さんは、「３Ｃ」を
率先して発揮して、生徒会活動を一層盛り上げ
ていってくれるものと期待しています。そのため
には、生徒会の一員である生徒一人一人の協
力が必要です。これからの東由利中学校を、全
校生徒で活性化させていきましょう。

＜令和７年度後期生徒会役員＞

○生徒会長 大庭 ＊＊（２年）
○生徒会副会長 佐藤 ＊（２年）

志村 ＊＊（２年）

緊張の立候補者たち

１７日（水）に、カダーレで芸術鑑賞教室が行われました。和泉流二十世宗家・和泉元彌、

史上初女性狂言師・和泉 淳子、十世・三宅 藤九郎による狂言「鬼瓦」「盆山」と、狂言教室、

あいさつという内容でした。ステージ上にセットされた檜舞台で演じられた本物の狂言は、

洗練された美しさや迫力、さらには歴史が感じられ、約６００年続いているという日本の伝

統文化を満喫することができました。狂言教室では、実際に狂言独特の表現を体験しました。

生徒たちは、「びょう、びょう、びょう」「さらば、さらば」と、抑揚をつけて大きな声を出

し、狂言の世界を楽しんでいました。

最後に各狂言師からあいさつがありました。「きびしい稽古から学んだこと」や「狂言師と

して生きてく覚悟」、「そのときの１００％の積み重ねが自分を成長させること」など、一流

として活躍しているからこその説得力のあるメッセージや励ましが送られました。生徒たち

にとって、自分の生き方を見つめる機会ともなりました。これから芸術の秋を迎えます。ぜ

ひ、本物に触れたり、新しい世界に出会ったりする機会をつくってみてはいかがでしょうか。


